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地
域
間
格
差
改
善
の
カ
ギ
は〝
公
共
交
通
〞

こ
の
夏
、西
日
本
一
帯
を
襲
っ
た
記
録

的
豪
雨
は
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、防

災
の
新
た
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。熊
本
地
震
や
九
州
北
部
豪
雨
な
ど

災
害
の
教
訓
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、中
で

も
人
と
人
と
が〝
つ
な
が
る
〞相
互
扶
助
・

共
助
の
精
神
が
、再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
震
災
後
の
県
内
を
歩
く
中
で

〝
つ
な
い
で
い
く
〞こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
た
次
第
で
す
。

具
体
的
に〝
つ
な
ぐ
〞施
策
の
一つ
が〝
公

共
交
通
〞の
充
実
で
す
。公
共
交
通
機
関
は

地
域
間
を
つ
な
ぎ
、人
々
の
生
活
を
支
え
、

地
域
活
性
化
に
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
す
。先
日
、

公
共
交
通
の
現
状
を
視
察
す
る
た
め
に
上

天
草
市
を
訪
れ
ま
し
た
。住
民
に
と
っ
て
の

課
題
は「
バ
ス
停
が
路
肩
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、待
ち
合
い
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
も
た
れ
か
か
る
よ
う
に
し

て
バ
ス
を
待
つ
し
か
な
い
」こ
と
で
す
。現

場
を
訪
れ
る
と
、小
学
校
に
近
い
国
道
沿

い
に
あ
り
、目
の
前
を
大
型
車
が
砂
ぼ
こ

り
を
上
げ
て
走
行
す
る
危
険
な
場
所
で

し
た
。一
歩
よ
ろ
け
れ
ば
命
に
関
わ
る
事

態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。「
少
し
離
れ
た

安
全
な
場
所
で
バ
ス
を
待
つ
と
、運
転
士

が
気
付
か
ず
に
通
過
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
」と
、そ
の
思
い
は
切
実
で
す
。

宇
土
半
島
と
天
草
の
島
々
と
を
つ
な
ぐ

新
一
号
橋
開
通
が
報
じ
ら
れ
た
の
も
ち
ょ

う
ど
同
じ
時
期
の
こ
と
で
し
た
。天
草
を

活
性
化
す
る
起
爆
剤
と
し
て
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
地
域
振

興
に
活
躍
す
る
一
方
で
、先
ほ
ど
の
バ
ス
停

の
よ
う
な
小
さ
い
け
れ
ど
切
実
な
課
題
は

各
地
に
存
在
し
て
い
ま
す
。バ
ス
や
鉄
道
の

減
便
が
相
次
ぐ
中
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち
が
増
え
て

き
て
い
る
の
も
現
実
で
す
。今
あ
ら
た
め
て

県
内
の
交
通
体
系
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
の
将
来
像
を
示
す
時
期
が
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
切
実
な
課
題
を
最
優
先
に

た
。ま
た
、熊
本
地
震
で
深
刻
な
被
害
を

受
け
た
南
阿
蘇
鉄
道
は
復
旧
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。同
じ
く
第
三

セ
ク
タ
ー
の
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
グ
ル

メ
列
車
が
人
気
を
集
め
て
お
り
、Ｊ
Ｒ
九

州
が
力
を
入
れ
る
観
光
列
車
も
地
域
の

魅
力
を
高
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
は
九
州
各
地
を〝
つ
な
ぐ
〞位

置
に
あ
り
、空
路
や
航
路
で
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
海
外
と
の
つ
な
が
り
も

深
ま
っ
て
い
ま
す
。人
口
減
少
と
共
に

地
域
間
格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

中
、格
差
を
埋
め
る
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
す
。

上天草市を訪れると、すでに多くの
方 が々集まってお迎えいただき、山積
した課題を聞かせていただいた。
危険なバス停の問題はその後改善
されたとのこと。地域から声を上げる
ことが重要だ。
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命
を〝
つ
な
ぐ
〞た
め
に
慈
恵
病
院
が

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」の
運
用
を
始

め
て
か
ら
11
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ
こ
に
き

て
先
進
地
の
ド
イ
ツ
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
内
密
出
産
制

度
の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

福
岡
市
や
大
分
県
で
は

里
親
制
度
が
普
及
し
て
お

り
、愛
知
県
で
は
以
前
よ
り

〝
愛
知
方
式
〞と
も
呼
ば
れ
る

新
生
児
養
子
縁
組
み
に
取
り

幸山政史が行く！！＃8 視察編

課題への提言
熊本地震から2年が過ぎました。
幸山政史は地域の方 と々共に復興に取り組む一方
で、県内各地へ足を運び、さまざまな課題を抱える
方 と々語らい、解決の道を模索しています。
今回は、その中から
いくつかを取り上げ
ご紹介します。

　

熊
本
市
で
は
公
共
交
通
空
白
地
域

（
＊
1
）と
公
共
交
通
不
便
地
域（
＊
2
）で
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
が
年
間
6
人
し
か
な
い
北
区
小

萩
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。利
用
し
な
い
理

由
の
一
つ
は
、バ
ス
停
の
位
置
が
不
便
で

あ
る
こ
と
。ま
た
、路
線
バ
ス
に
接
続
す

る
前
提
で
コ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、買

い
物
や
通
院
と
し
て
は
利
用
し
に
く
い
の

が
現
状
で
す
。

乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
は

利
用
者
視
点
の

見
直
し
を

乗り合いタクシー停留所でもある公民館で活発な意見交換。利用者
の藤川サチ子さん（写真左から3人目）は83歳。「通常のタクシー代を
払って目的地へ直行する方がよか」と笑う。

交通空白地域を埋め
る乗り合いタクシーが
運行されるようになった
ものの、使い勝手が悪く
利用者が少ない。

課題

公共交通公共交通

（上）南阿蘇鉄道では、100人の漫画家による応援イラ
ストのラッピング列車「がんばれクマモト！マンガよせが
きトレイン」を11月30日まで運行。（右上）5月20日に開
通した新一号橋「天城橋」。

＊1：公共交通空白地域・・・バス停からの距離が半径1km以上の地域 ＊2：公共交通不便地域・・・バス停からの距離が半径500m以上1km未満の地域 ＊3：２０２５年問題・・・団塊の世代が後期高齢者になり、国民の3人に1人が65歳以上、5人に1人が75歳以上という超高齢化社会を迎える
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が
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ま
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ま
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拡
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中
、格
差
を
埋
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一
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。

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。〝
ゆ
り
か
ご
〞の
あ
る

熊
本
だ
か
ら
こ
そ
、救
わ
れ
た
命
を
大
切

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、何
が
で
き
る
の
か

を
模
索
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、異
業
種
が〝
つ
な
が
る
〞

こ
と
で
農
業
に
と
っ
て
深
刻
な
有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
に
取
り
組
む
動
き
も
あ
り
ま

す
。大
学
の
研
究
を
民
間
で
起
業
化
す
る

こ
と
や
、後
継
者
不
足
が
深
刻
化
す
る
中

で
事
業
承
継
も
重
要
で
す
。広
範
囲
に
、あ

ら
ゆ
る
分
野
が
世
代
を
越
え〝
つ
な
が
る
〞

こ
と
が
カ
ギ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
に
は
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り

ま
せ
ん
。熊
本
市
長
時
代
と
違
い
、会
い
た

い
人
と
会
い
、行
き
た
い
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
か
ら
こ
そ
、心
が
逸
り
ま
す
。肩
書

き
が
な
い
か
ら
こ
そ
、率
直
な
意
見
が
聞
こ

え
て
く
る
こ
の
時
間
は
と
て
も
貴
重
で
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。皆

さ
ま
が
抱
え
る
課
題
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。そ
の
声
が
明
日
の
熊
本
を
変
え
る
礎

に
な
り
ま
す
。

今
後
も
時
間
が
許
す
限
り
各
地
に
出

向
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

分
野
や
世
代
を
越
え〝
つ
な
が
る
〞政
策
を

利用者の声を丁寧に
汲み取ることが大事。
停留所の見直しやコー
ス変更で利用者増も
見込めるのでは。

提言
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自
宅
療
養
あ
る
い
は
自
宅
で
最
期
の

時
を
迎
え
た
い
と
願
う
人
々
へ
、質
の
高
い

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
尽

力
す
る
、お
び
や
ま
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長・宮
﨑
久
義
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
在
宅
医
療
は
医
療
の
原
点
。２
０
１
２

年
の
開
業
当
時
、熊
本
県
は
在
宅
看
取

り
率
全
国
最
下
位
で
、『
２
０
２
５
年

問
題
』（
＊
3
）も
あ
り
、病
院
か
ら
在
宅

へ
転
換
を
図
る
時
期
で
し
た
」と
語
る

宮
﨑
さ
ん
。「
熊
本
在
宅
ド
ク
タ
ー
ネ
ッ

ト
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、医
療
・

歯
科
・
介
護
な
ど
が
連
携
し
た
在
宅
医

療
チ
ー
ム
に
よ
る〝
在
宅
看
取
り
〞が
可

能
な
受
け
皿
を
増
や
す
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、在
宅
医
療
に
従
事
す
る
介
護

職
等
と
の
連
携
強
化
、一
般
の
方
々
へ

在
宅
医
療
に
関
す
る
情
報
周
知
な
ど
の

課
題
に
も
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

在
宅
看
取
り
の
受
け
皿
整
備
で

医
療
の
現
場
を
、

病
院
か
ら
自
宅
へ

宮﨑さん（写真左から2番目）の信条は「空気のような存在で
ありたい」。過剰にならず、気を使わせず、必要な時にはい
つでも手を差し伸べられる安心感を提供したいと考えてい
る。「熊本在宅ドクターネット」ホームページでは、在宅医療
の情報や医療機関、問い合わせ窓口などを公表している。

在宅医療には、医師と患者・家族
間の信頼関係の構築が不可欠。
「患者さんたちにとって踏み込んで
はいけない部分もある。遠くから山
を見るように俯瞰（ふかん）で見るこ
とが大切」と宮﨑さん。

　

昨
年
、復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
山
都
町
白
糸
台
地
の
棚
田
に
今

年
も
足
を
運
び
、水
路
の
泥
上
げ
や
草
刈

り
等
の
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
苦
し
む
同
地
域
で
は
、

広
大
な
棚
田
と
そ
れ
を
潤
す
水
路
の
維

持
・
管
理
に
対
す
る
不
安
の
声
が
上
が
っ

て
お
り
、地
域
の
存
続
と
伝
統
文
化
の
継

承
に
つ
い
て
、持
続
可
能
な
仕
組
み
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
市
中
心
市
街
地
に
は
、来
年
商

業
施
設
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の
複
合
施

設
が
、そ
の
2
年
後
に
は
熊
本
駅
に
隣
接

し
商
業
施
設
が
完
成
し
、町
の
様
相
や
人

の
流
れ
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。九
州
圏

内
で
福
岡
都
市
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
む

中
、九
州
の
中
心
に
位
置
す
る
熊
本
へ
の

吸
引
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

こ
こ
数
年
は
熊
本
の
将
来
を
展
望
す
る

上
で
、大
切
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。

熊
本
駅
と

中
心
部
を
つ
な
ぐ

交
通
ア
ク
セ
ス
改
善

地
域
の
存
続
と

伝
統
文
化
の
継
承

持
続
可
能
な

仕
組
み
の
構
築
を

若い世代にとっても重労働な棚田と水路の維持。熊本地震後、
大雨でさらに被害を受けた通潤橋の復旧も課題の一つ。

森の都であり、美しい地下水を誇る熊本に新たな魅力を創造する再開発。
熊本駅周辺が様変わりした後こそ、真の魅力が問われることになる。

過疎地域過疎地域再開発再開発

在宅医療在宅医療

熊本駅周辺と中心部の
棲み分けと回遊性の確
保。一極集中を防ぐた
め県全域への波及効果
も大きな課題。

課題
人口減少や高齢化に
伴い、棚田の維持だけ
でなく歴史文化や伝統
の継承も困難に。

課題

＊1：公共交通空白地域・・・バス停からの距離が半径1km以上の地域 ＊2：公共交通不便地域・・・バス停からの距離が半径500m以上1km未満の地域 ＊3：２０２５年問題・・・団塊の世代が後期高齢者になり、国民の3人に1人が65歳以上、5人に1人が75歳以上という超高齢化社会を迎える
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す
。在宅医療の受け皿は整

いつつあるものの、介護
職等との連携や周知
不足、受け皿の地域間
格差等が課題。

課題

都市と農村の交流を促
進し、子どもたちに農業
体験の場を提供。通潤橋
や水路の歴史的価値を
学ぶ視点に立ち、持続可
能な仕組みを構築する。

提言

多職種ネットワーク構
築への支援や在宅医療
をイメージできる啓発
活動の強化により、個人
の尊厳を大切に守る。

提言

熊本城に象徴される
歴史性や水、緑、火の
国といった熊本の個性
を表現する。交通アク
セスの改善は必須。

提言
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転居・住居表記や町名変更、また通信が不要、重複して届いている場合などは、お手数ですが事務所までご連絡ください。

jimusho@kohyama-office.com
096-245-3525

〒861-5535 熊本市北区貢町378-1

096-245-3542

http://www.kohyama-office.com

お申し込み・お問い合わせはこちらまで

幸山政史事務所
電話 FAX

Eメール

ホームページ

幸山政史の“今”を随時発信中！

メールマガジン『幸山政史のひとりごと』Facebookページ

支援者の声 誠実で、おごることなく真摯な姿
勢を貫くのが幸山さんの魅力。これ
まで県は水俣病への対応が遅く、不
知火海沿岸域の健康調査も拒否し
ましたが、それを「やる」と断言され
ました。幸山さんは私利私欲の全く
ない尊敬する政治家です。

熊本県内各地はもちろん全国へと足を
伸ばして、さまざまな声を聞き、そこに内在
する課題を掘り起こして課題解決への提言
を行うなど、幸山政史の活動をFacebook
ページでご紹介しています。幸山自ら執筆
し、投げかける投稿の数 を々ぜひお読みい
ただき、ご意見等をお寄せください。

KOH
YAMA’s

INFORMATION

私利私欲のない
尊敬する政治家
田中 禧幸さん（水俣市）

常にアンテナを張って県内の“地
域の声”をキャッチし、姫戸の小さな
集落にも視察に来てくださいまし
た。とても気さくで、私たちに目線を
合わせて丁寧に話を聞いてください
ます。住民が抱える身近な課題にも
心を寄せてくださる方です。

住民の視線に合わせて
聞く、見る、語らう魅力
濱邊 志恵さん（上天草市）

市政同様、県政でもぜひその力を
発揮していただきたいですね。農業
の現場では、鳥獣被害が問題となっ
ています。JAや市も駆除・対策に力
を入れていますが、まだまだこれか
らです。連日の視察等、お体ご自愛
ください。活動応援しています。

身近な課題解決に期待。
視察活動を応援
高濱 友章さん（宇城市）

畜産業を営んでいますが、熊本の
未来を担う後継者育成は大きな課
題の一つです。国の畜産クラスター
事業等は利用しやすいように制度
の見直しが必要。ぜひ“幸山県政”を
実現して、農業全般の育成に力を貸
していただきたいですね。

農業大国の未来を支える
後継者育成の支援を
飯田 尚光さん（菊池郡大津町）

幸山さんは、開発途上国をサポー
トする「フェアトレード（公平貿
易）」を首長として支援した先駆者
です。国連が定めた「持続可能な開
発目標（SDGs）」17項目の解決には
県民が自ら動くことが必要。ぜひ推
進していただきたいですね。

グローバルな視点で
行動するリーダーに
明石 祥子さん（熊本市）

幸山政史を温かく、力強く
応援してくださる方々の思いを

ご紹介いたします。

幸山政史の活動や事務所からのお知らせをお
届けする、メールマガジンです。公式サイトから登録
いただくと、幸山自ら綴る思いや提言をお読みい
ただけます。

Facebookページは
こちら

メールマガジン
登録はこちら

つづ

た
。ま
た
、熊
本
地
震
で
深
刻
な
被
害
を

受
け
た
南
阿
蘇
鉄
道
は
復
旧
に
向
け
た
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。同
じ
く
第
三

セ
ク
タ
ー
の
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
は
グ
ル

メ
列
車
が
人
気
を
集
め
て
お
り
、Ｊ
Ｒ
九

州
が
力
を
入
れ
る
観
光
列
車
も
地
域
の

魅
力
を
高
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
は
九
州
各
地
を〝
つ
な
ぐ
〞位

置
に
あ
り
、空
路
や
航
路
で
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
海
外
と
の
つ
な
が
り
も

深
ま
っ
て
い
ま
す
。人
口
減
少
と
共
に

地
域
間
格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

中
、格
差
を
埋
め
る
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
す
。

［後援会討議資料］


